
０１８ 平安時代（全 12回の第 4回） 

政治史 平安時代中期（全 2回の第 2回） 貴族政治 

 

桓武 良房 朱雀 道長 

平城 基経 村上 頼通 

嵯峨 宇多 実頼 後三条 

淳和 醍醐 兼兼  

 

＜     天皇＞ 

◎父醍醐急死、8歳で即位 

◇時平の弟        が 

 朱雀帝の    、   就任 

◎935年        〔＠関東〕 

 

＜     天皇＞ 

◎    天皇の     

＝     の治  

        の鋳造 

＝        の最後 

 

    ・    の治…後世に理 

想化されるが実際は    政治 

の再建困難が明らかになった時代。 

 

＜藤原      ＞ 

◎冷泉天皇の   を務める。 

◇969年          

◎醍醐源氏の左大臣     が 

天皇の     になりそうだと 

関白藤原実頼、焦る。 

→武士     が源高明を告訴。 

→    、      に左遷。 

意義…①藤原北家の        

が完成、以後      に。 

  →②       の確立。 

問 18 安和の変の意義を２つ挙げよ。 

 

＜         兄弟対立＞ 

→    の勝利。道長の父。 

＜       ＞ 

◎      、      、 

       の 3帝の      

◎藤原北家の栄華の頂点  

藤原    が『     』に記録 

 この世をば    とぞ思ふ 

     の欠けたることもなしと思へば 

◎道長は実は     になったこと無し。 

〔    という地位に 21年間〕 

◎自筆日記『         』 

〔最高権力者が書いた世界史上最古 

の自筆〕 

 

＜       ＞ 

◎    在職半世紀。 

◇1019年          

 女真人が北九州に侵攻してきた事件。 

 藤原隆家が   を指揮して撃退。 

◎           建立。 

◎皇室に嫁がせた娘に   生まれず    

→摂関家を     としない天皇が 

 170年ぶりに即位。摂関政治終わる。 

〔＝        天皇〕 

 

◇貴族社会 

婚姻形態…     であり、現代 

以上に     の縁が重要だった。 

藤原道長も母の実家で母の両親に育て 

られた。父は別居か、妻の両親と同居。 

 

◇摂関政治 

 摂政・   の補佐を得ながら   が 

       を指揮して政治を行った。 

     が    が重視され、 

 次第に     が固定されていった。 

〔幸せに見える貴族も現世に   する背景〕 


